








Studies on the Odor of Resin Materials for Denture Bases 
Part 2 Effect of temperature and food environment
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Fig．1：Intensity　of　odor
　　　　（Acrell－Coca　Cola）
Fig．2：Intensity　of　odor
　　　　（Natural　Resin－Artificial　saliva）
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EPOREX・D　（WORCESTER　SAUCE）
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Fig．3：Intensity　of　odor
　　　（L・Resin－Soy　sauce）
Fig．4：Intensity　of　odor
　　　（Eporex　D－Worcester　shire　sauce）
考 察
　著者らは，床用レジソの臭気の測定を行なった
結果，ポリマーの臭気には差がみられ，モノマー
および重合試験片の臭気には差がなかったこと，
モノマーの臭気が最も強く，重合後は臭気が著し
く減少することを報告し，質量分析計を用いるこ
とにより，アクリリックレジンのポリマーとモノ
マーの主成分がメチルメタクリレートであり，他
にエチレングリコールジメチルメタクリレートや
トルエンなどが含まれていることを確認した6）．
エチレングリコールジメチルメタクリレートは架
橋剤として，トルエンは歯肉色を付与するために
用いられている．主成分であるメチルメタクリ
レート（C5H，02）の臭気は，甘く独特であるが13｝，
重合後はこの臭気がほとんど消失する．これらの
事実だけから，義歯の臭気と，ポリマーやモノマー
の臭気および成分との関係を明らかにすることは
困難である．また，義歯周囲の環境は複雑である
ので，その臭気の成因についてさらに検討するた
めには，装着した義歯に影響をおよぼす種々の条
件を考慮して実験を行なう必要がある．今回著者
らは，温度変化，食物の二点に着目し，これらの
条件と臭気の強さとの関係についての実験を行
なった．口腔内での温度変化は様々である．義歯
は，通常装着者の体温付近に保たれるが，食物な
どの温度の影響により，0℃付近から100℃付近に
までさらされることもあり，このような温度変化
は頻繁に繰り返される．本実験では，温度条件を
20℃以上から150℃までの5段階とした．なお，咬
合調整や修理の際には，義歯が部分的に高い温度
にさらされることもあり得るので，試験的に150℃
での実験も行なった．
　自然乾燥したレジン試験片を5段階の温度に保
持した場合，臭気の強さは温度の上昇にともない，
わずかに増加傾向にあった．しかしながら，加熱
重合，マイクロ波重合，常温重合，光重合，加熱
圧縮成形のいずれにおいても，温度変化との間に，
有意性は認められなかった．
　今回行った浸撮実験は，予備的な試みである．
臭気に対して，特に影響をおよぼす食物があらか
じめ判明していないことに加えて，床用レジンの
種類の違いと義歯の臭気との関係が明らかではな
いので，食物の選択，および浸撮の際の各レジソ
との組合せは無作為に行なった．また，口腔乾燥
症等の治療のための人工唾液は，製品化されてい
るものも多いが，基礎的な実験のために特に定め
られたものはない．本実験では，ムチソを含有す
る人工唾液を用いた．ヒト唾液中には，ムチンと
称される糖タンパク質が存在し，唾液に粘稠性を
与える働きをする14）．今回用いたムチンは豚胃で
あり，ヒト由来ではないが，ムチンのような有機
質成分を添加することは，わずかであろうが実験
環境をヒトの口腔内環境に近ずける一つの方法で
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Table　7：Analysis　of　variance
Factor AL－CC
ρ（％）
NR－AS
ρ（％）
LR－SS
ρ（％）
ED－WS
　ρ（％）
Temperature
Error
Tota1
39．16⇔
60，84
100．00
28．88ホ
71．12
100．00
39．22＊＊
60．78
100．00
34．39＊
65．61
100．00
　＊　：Significant　at　the　5％level
＊＊　：Significant　at　the　1％1evel
あると考えられる．
　各レジンの試験片と食物の組合せ毎に，温度変
化にともなう臭気の強さを比較すると，室温にお
ける浸撮後の測定結果と，浸露を行なわなかった
場合の測定結果との間に差はみられなかった．
12ヶ月間食物中に浸蓋したレジン試験片の臭気の
強さは，温度を37℃～150℃へと上昇させた結果，
Table　6に示すように100℃までは測定値に差が
みられなかったが，150℃ではほとんどの組合せに
おいて測定値は増加し，Table　7に示した4種類
の組合ぜでは有意性が認められた．実際に口腔内
が，100℃以上の温度で乾燥した状態に保たれるこ
とは考えられないが，食物と温度が義歯の臭気の
成因に関与していることは十分に予測できる．
　熱可塑性樹脂スミプロイでは，浸邊しなかった
場合と，食物中で浸撮した後150℃に保持した場合
でも，その臭気には差が認められず測定値は小さ
かった．この一因には，1ミプロイが予め高度に
重合された樹脂で吸水性が小さい15・16）ということ
も考えられる．一方，アクリリックレジンの吸水
は，厚さ1．5mmで約10日間で飽和に達するとい
われ，吸水量は60℃以上で急激に増加し，100℃で
は口腔内温度におけるよりも6倍もの水を吸収す
るとされる1η．また，口腔内温度における水の拡散
係数は室温時の約2倍になり，水分の吸収速度が
変化するので18・19），湿潤状態での義歯の臭気の検
討が必要である．
　義歯は，口腔内において，食物残渣や微生物な
どを含む唾液により，常に湿潤した状態におかれ
る．そして水分や色々な成分が，義歯に吸収，付
着する．ヒト唾液の94．0％～99．5％は水分であり，
残りの0．5％～6．0％が有機質および無機質成分で
ある2°）．これらの唾液中の固形成分や，食物に含ま
れる臭気物質が，水分とともに義歯に侵入し吸着
することが考えられる．また，不衛生な義歯には，
デンチャープラークが付着している場合が多い．
プラークおよび食物残渣，唾液中の腐敗物質など
は，口臭の一因であり2L22），プラーク中には多くの
微生物が含まれている．細菌は重合直後のレジン
には侵入しないが，材質の劣化がおこれぽ侵入す
るともいわれるが23），重合後の経時的な余剰モノ
マーの排出後に，このようなことが起こり得るの
ではないかとも考えられる．なお，口腔内の微生
物の中には，酢酸，プロピオン酸，酪酸，イソ吉
草酸，インドール，硫化水素など，不快な腐敗臭
を持つ物質を産生するものも多いので24），細菌学
的な見地からの検討は必須であると考えられる．
結 論
　食物中で，長期間浸遊した床用レジンの臭気と，
温度変化の関係についての基礎的な実験を行な
い，次のような結果を得た．
1．床用レジンを，室温37℃，60℃，100℃，150℃
に30分間保持した後の臭気の強さに差はなかっ
た．
2．食物中でレジン試験片を12ケ月間浸蓋した場
合，浸盟前後で，室温での臭気の強さに差はなかっ
た．
3．人工唾液，炭酸飲料水，醤油，ウスターソー
ス中で浸盟したレジンでは，温度変化と臭気の強
さの間に有意性がみられた．
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